
事務機器製品に対するセキュリティ対応の考え⽅
 脆弱性対応
 情報漏洩対応
 DDoS攻撃対応
 ・・・

製品の設置/使われ⽅による対応
（適切にお使いいただくための

情報提供）
 お客様への情報提供/周知⽅
法の検討。

 性能/機能を発揮するための、
適切な設置/使⽤⽅法の展開。

製品の機能/性能による対応
（各社/業界が率先して推進中）

 必要な性能/機能の開発と製品
への搭載拡充。

 性能/機能を証明するための、
第三者認証取得（CC認証）。

 第三者認証が存在しない領域
の製品におけるセキュリティ
ガイドラインの検討。
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